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３ 要旨

(1) キュウリ用カボチャ台木等 23 品種について、ホモプシス根腐病の病原菌を接種したポット試験での発病を調査した

結果、いずれの台木品種についても、キュウリ自根と比較して地上部の発症が遅く、調査期間を通じて発病指数は

低く推移した。特にブルーム台木品種では地上部の病徴が認められなかった。供試されたブルームレス台木の中で

は、「シェルパ」、「エイブル」及び「輝太郎」の根部の発病指数が低かった（図１）。

(2) さらに、台木を絞り込んで同様の試験を実施したところ、「シェルパ」「エイブル」の発病度が低く、この２品種が比較

的高い耐病性を有すると考えられた。

図１ キュウリ用カボチャ台木品種によるホモプシス根腐病の発病度
注１） 調査株数は、各品種５株。
注２） 黒ダネ、剛力、新土佐１号、改良新土佐１号はブルーム台木である。
注３） 菌接種６６日後、地上部の発病を以下により調査した。発病度は、発病指数を０:病徴なし、
１:一部の葉が萎ちょう、２:全ての葉が萎ちょう、３:枯死の４段階に分類し、
発病度＝Σ(発病指数×株数)／（３×供試株数）×１００ により求めた。
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